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り第二・第三鉱体聞の断層とほぼ平行に走ることにな

り，同時に富鉱体は東に落しているので，大なる鉱量は

望めないものと考える。

　最北端の第一鉱体は第二鉱体の露頭の北西方斜面にあ

．つて，往時探鉱されたものと思われる旧坑らしいものが

あり，これより北には大小の硫化鉄鉱の転石が多量に散

在している。この附近は岩石の露出悪く，地表調査のみ

では鉱床の賦存状況・規模等についての詳細は不明であ

るが，、第コ鉱体とゐ関係から考えて第一鉱体の探鉱はう

第二鉱体東方延長部の探鉱とともに，二川登鉱山として

は極めて重要なものと考える。

　　　　　　　（昭和26年6～7月調査）

553．94：550．85（522，2）：622．33

佐世保炭田に関する若干の新事実と考察．

長　　浜　　春．　央黄

R6sum6

On　New　Faets　an轟Some　Ideas　about

the　Geology　of　Sasebo　Coal　Fiel虚，

　　　Nagasaki　Prefecture

by

Haru旦Nagahama

　（1）　The　coal　seam“Fukui－lchimai”is
l
n
o
t

　to　be　correlated　with“Sa血mai－mono”．

　（2）　Coal　seams　in　the　Hirado　Forma－

tion　are　to　be　Classifei（1　as　lignite．

　（3）　“Hirado　Formation”is　the　name

given　to　the『younger　bed　than　the　Minami－

tabira　Formation．

　（4）　Outcrops　of　the　Cツolσ”z”zi難αsp．

bearing　Mudstone　Bed　are　pursued　over20

km，in　NE－SW　trend．

　（5）　On　the』islands　Yakeshima　and　Gaki－

shima，atthe　south　ofthe　Yatake　Coal　Mine，

Nittetsu　Mine　Co．，there　is　developed“Fu－

kui　Formation”not“Nojima　Formation”．

　（6）　It　i＄made　clear　that　an　mcomfor－

mity　exists　between　the“OsケεαSandstone”

（the　Kase　Formation）an（1“Bεllα形ッσBe（1”

（the6hya　Formation）l

　C7）　Some　descriptions　on　volcanic　acti－

vities　and　on　environm虚nts　of・sedimenta－

tion　in　the　Sasebo　Coalfield　are　given．

　（8）　The　reasonsare　explained　why　一

果燃料部

there　is　a　difference　of　the　dips　between

the　un母erground　coal　measurεs　and　the

surface　one．

　（9）　There　is　a　doubt　on　the　stratigra一．

phic　situation　of　the　formation　outcroped

in　the　westem・part　of　t車e　Takashima

district　formerly　corre工ated　tothe‘‘Nojima

Formation”。

（10）　There　is　explained　on　the　relation

between　the　geologic　periods．of　the　activity

of　the　Sasagawa　Fault　and　of　the　se（limenta－

tion　of　the　Nolima　Formation．

（11）　Some　descriptions　on　the　recent

data　from　the　Nakao　district　are　given』　　　k

昭和27年2月長崎県佐世保炭田の調査に従事したが，

その唐序・構造・炭質その他に？いて数数め新しい事実

を観察するとともに，従来と異る見解に達したので，こ

こ肛とありえずその主なる点を述べる。なお詳細は後日

発表することにする。

1．編井・志佐地区のいわゆる「幅井一枚」は，鹿町

地区の「三枚物」ではなく「ガメ⊥炭に対比される

現在まで「福井一枚」と「三枚物」とは同一炭暦とし

て対比されていたが，「三枚物」の直上のいわゆる蛇の

目凝友岩（本ケ浦凝友岩）を鍵暦として，麗町平田山地

区の、「三枚暦」を北東方，新北松炭鉱・志佐町地区ま

で，また東方，編井炭磯附近まで追跡すると，前者では

同暦が尖滅し，後者では約10cmの薄暦（八巻暦）とな

り，一方鹿町地方での「ガメ」炭（あるいは八寸，また

は四寸の疑いもある）に1対比されるものは厚：さ約30em　『

（志佐・幅井地区ではこれを幅井・一枚と称していた）内．
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外と五り一，きわめてよく発達していることが

到明した。隔井地区で八雀炭，調川地区では

五寸炭と称している炭暦が，鹿町地区の三枚

物に対．比されるものである。

　2．寧戸層中の石炭1ま褐炭である

　平戸層中の露頭炭を分析した結果は下雍の

通りであつて，C　E　A　Cの石炭分類によれ

ば，褐炭（F1）であり，わずか1試料の分析

結果ではあるが，一南田平層およぴそれ以下の

地暦中の石炭よりも，炭化度は低いものと思

われる。、

採　取水分　友分　揮発　固定発熱黄硫

場所％　％分％炭素％量％
平戸12，6621．6534．7730．92氏3710．ぎ
中野村

霧蕃麟誘聡屯艶の色繍性
平戸47．07　6，830淡非粘
中野村　　　　　　　　　　赤褐

　　　　　　　　（本所化学課分析による）

　　　　　3．雫戸層にづいて

、戸3．1平戸麿と南田平層との関係は不整合と

思われるが，露出がないため確認されない。

平戸暦の下部には，南田平暦以下の地暦から

由来したと考えられる砂岩・頁岩の礫，およ

ぴ流炭（俗称“とぴたん”と呼んでいる）

がはいつてくる。

　3．2岩質も南田平暦およぴそれ以下の地暦

に比べてやわらかく，みるからによ、り新しい

感じを与える。

　3．3地質構造が盆状構造をなして下位の暦

群璽それと異ること。

　・3。4本暦中に含まれる石炭（露頭炭）は褐

炭（珊）であつて，南田平層およびそれ以下の

地層中φ石炭に比して石炭化度が低喝・こと。，

　3．5南田平暦およびこれより古い地層中に

は，変朽安山岩の岩脈が各処でみられるが，

現在まで観察されたところでは，平戸層中に’

はとれがみられず，これよりさらに新しいと

思われる玄武岩のみがみられる。

　4」　三枚物上部の含有孔虫頁岩層の連続性

　含有孔虫（Cッo知卿吻初αsp．）頁岩【）（前

加勢黒色頁岩）の分布は，南ほ楠粕より矢岳・

神林・加勢・平田山・中尾・寺尾・志佐町ボ

調川を径て今福に至る。延延20数k血1の1聞

に厚さ20m前後を以て連続発蓬している。

　この層中にはq・’α卿吻郷1α痂ISHIZAK玉
乞
の
ほ
か Dβπ∫αZJ％αsp，，Ao潔αsp，，1V％o％，α、

sp．，Eoh初oJ碗α’郭よびyo’4毎sp・cfr・
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t

吻碗σSε」等が産出する。

　5・北松浦郡小佐佐町日鉄矢岳坑南方の慨

　　　島の西端および餓鬼島に分布する地層

　　　は，いわゆる野島層ではない

　これまで焼阜の西端およぴ餓鬼島は野島層

であつてシその下部の数cmの炭暦は三…枚物

が貧化したものと考えられていたが，編井暦

中の厚さ約5mの角礫凝次岩暦（歌ケ浦凝
友角礫岩）を迫跡することによつて，これカゼ，

幅井暦の一一部であるごとが孚胆月した。またご

の暦からは…欠の’よ5な貝化石黄を採i集するご

とができ準。これらは保存不完全なために時

代を課定するまでには至らないが，むしろ中

新世中期轍のものと考えたい。

　”Cθグづピhづ％卿”n．sp．β

　”C6剛伽卿”n．sp．7

　3召ρiが（3グsp．

　Qs加α8ずαひ漉S％YOKOHAMA

　C．yo’初σゴ㊥o痂oαKAMADA

　7ε淵卿s窄（∠4伽8吻！α）sp．nov．

　（東大　水野篤行氏鑑驚）

『6・　野島層カキ砂岩（加勢暦）上位にみら

　　　れる不整合

　すでに含有孔虫頁岩暦（前加勢黒色頁岩）

と三枚物との間の不整合関係について1は，

「鉱山地質2）」に発表したが，さらにその上

位の「カキ砂岩」の上位に1～2mの凝友質

　第2図　A　主として凝茨塁｝・頁岩●砂岩こ互暦

　　　　B　凝灰質礫岩（基底礫岩）

　　　　C　塊肌砂岩

礫岩（B）があり・これが下碑暦一カキ砂岩

層（C）一の侵蝕面上に下整合にのつている

のが，鹿町町大屋の日鉄本ケ溝坑西方海岸で

観察された（写真参照）（1写真については日
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礫質砂眉　多少凝灰質　偏層

含かき介イヒ屓棚妬膿
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αご！ルθ‘ρ卿み加2／6po〃をdκA鵬臥
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柴果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
これは，上絵薄士の中山化石帯に相当するものである。なお・松下憾士の“矢岳化石帯”は，矢岳附萢においてはは見当ら糖むしろ，筆者の暦
序的資料から考えれば雨者は全く同一層準のらのであるo
從來佐世保暦鮮は古第三糸巳漸新偉の竜のと考えられてい牝0
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（註）附図の柱状図はその後いわゆる野島暦准細分し乳加勢層・大屋暦・深月

　　暦・南田ZF層およびZP戸暦の5暦に分つ弛むのであるo南田李層・箏戸
　　屈については筆者の「長崎県北松浦郡奉戸島陽班の地質」（地質調査所
　　月報3巻11号）があるが，加勢暦・大屋暦およぴ深月暦については後

　　日発表する。

鉄宮本玄治・原田徹也両氏をわずらわした）。

　7．、偽世保炭田における火山活動と堆積1

　　　環境
　本炭田においては火山活動と堆穫環境と，

は密接な関係があるよ5矯ある。すなわち

局部的欠層や不整合一例えぼrモ令ズ」層

附近の局部的欠層（元所員松本隆一等によ

る）。三枚物と含有孔虫頁岩との不整合関

係，野島暦カキ砂岩（加勢層）上位の不整“

’含関係，野島層（深月居）と南田平層との

不整合関係等一が存在するときは，あるい

はその下位に，あるいはその上位に常に火．

山性の堆積物が存在する。

　8．鹿町地区で地表と坑内との傾斜の異

　　　る理由

　鹿町地区（岳下・神林・加勢・本ケ浦・

平田山）においては，地表と坑内との傾斜

が異るため，地質断面図を作る場合や，三

枚物を対象とする試すい中深度を定める場

合等にきわめて困難を感じていた。例えぱ

本ケ浦において坑内の三枚物の傾斜は170

以内であるが，地表のタニシ介化石層（大屋

暦）では25。以上の傾斜を示しており，三

枚物の深度を作図によつて想定『するとき

　に二，・とカ、く深くとりすぎる傾向があつたo，

　これは上記坑内と地表との各地層は一蓮の

ものであるとみなされていたがために陥？

　た誤りで，実は両者間に2つの不整合（三

枚物と含有孔虫頁岩暦聞，およびカキ砂岩

　上位）が実在ずることが到明した。

　　これによつて上に述べた誤解は容易に解

潰するものと考えられ，ところによつては

三枚物が不整合によつて制剥し去られてい

　る場合も拳る（神林炭鉱坑内）。

　　9．鷹島西端は果して野島層か？

　　従来鷹島西端は癬島層下部に属しブそと

　にみられる炭暦は幅井一枚の炭質が悪ぐな

　つているものと考えられていた。よつて著

　：者はいわゆる野島層φ特徴である蛇の目凝

’友岩（本ケ浦凝友岩）・含有孔虫頁岩麿（前

　加勢黒色頁岩）・カキ砂岩居・タニシ介化

　石暦（大屋暦）厚さ30m以上の凝次角礫

　岩（小島崎凝荻角礫岩）等の有無を確める

　ために2日聞調査した。雨天のため調査不、

　充分のきらいはあつたが，前述した特徴あ

　る鍵暦をみいだすごとができず，野島層で

　はないと思われる。ただ1つ鍵層となると
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思われるもめは，福井暦とされている部分にみられ為角

礫凝次岩（厚さ4m前後）であるが，これはむしろ，柚
　　イワイシ
木暦の岩石二枚の上位附近にある厚さ約5m弱の角礫凝

亥岩、（江里凝次角礫岩）に対比すべきであろ5。したが

づて野島暦としているとごろは岩石二枚の上位，すなわ

ち柚木暦の上部から世知原暦にわたる暦準かと、思われ

る。かく考えると鷹島に露出する地暦中に構造線を考え

なけれぱならないが，鷹島の輪廓を観察すると丁字形を

なし，そのくびれにあたる神崎西方を，、あるいは断暦が

通過しているのではないかと考えられ，今後検討される

べきものと思われる。従つて現在北鷹島炭鉱において採

掘中の鷹島三尺暦は，松浦三尺に従来対比されている

が，さらに下位（柚木暦）のものではなかろ5か。

　10．佐々川断層活動の時期と野島層の堆積時期との

　　　関係についての一つの考え

　上治博士および春城技官の図幅3）では佐々川断層は幅

井炭鉱北方において，その落差が急減するよ5に考えら

れているが，野島暦下部附近に2つρ不整合の存在する

ことが到明したので，むしろ佐々川断暦は野島層堆積前

にその活動が大部分終了し・野阜暦堆積後もなお多少の

蓮動が続き，同暦に影響を与えているものと考えた方が

愛当ではないかと思われる。今後さらに三枚物の上位の

蛇の月擬友岩（本ケ浦凝荻岩）・含有異虫頁岩暦（前加勢

黒色頁岩）ならびに介化石暦（大屋層）を追跡し，蛇の

貝凝友岩の落差と含有孔虫頁岩暦の下盤の落差とを確め

る必要がある。

　11．　中尾地区に関する最近の贅料

　中尾1号試すいの結果は「鉱山地質」2）に発表したが・

その後同試すいの北方約250mの地点障，平田山炭鉱に

おいて試すい（中尾3号）を行い，深さ28．25mで三枚

物に着炭した（炭柱図は上位より20cm石炭，205cm頁

岩，15cm石炭，15cm頁岩，20cm石炭である）。それ

によつて中尾附近一帯に，きわめて浅所に三枚駒が存在

するごとが確認されたが，現在鉱区の関係，電力容量の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤら不足，鉱害問題等の関係から，未開発のまま放置されて

いるのはきわめて遺憾である。これらの試すいおよび御

厨炭発1号・2号等によつて，中尾と御厨町との聞の玄

武岩下の広大な処女地においては，三枚物は尖減してい

るが，幅井一枚・砂盤およびそれ以下の炭麿は存在する

酊能性が強いことが明らかとなつたので，早急に上記両

地聞の適当な箇所に試すいをおろして，これらの炭暦を

確認すべきで姫と思われる。継上記の幅1号試す

い同』3号試すいは，平田山鉱業所の方方特に井上所長お

よび小松島測量員の盤力によるものが大であるのでここ

に深謝する。　　　（昭和27年2月～3月調査）
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4）上治寅次郎：北松炭田地質図，同説明書1938。

5）長浜春夫：長崎県北松浦郡平戸島附近の地質，

　195乞，地質調査所月報第3巻第皿号。
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Investigaもion　o£the　Path　of『Undergro鳳

uM　Water　at　Ta皿ra・gun，Fukushima
Prefect皿e　with　Ra征ioactive　Isotope15P32

　　　　　　　　　by
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
Shoji　Iwasaki，K6mei　Kanai，Tatsuya

Shimogavヴara，・，＆Hiroshi　Futsukaichi

管物理探査部　畳甚i元所員

　As　a　preliminary　investigation　of　the

paths　of　leakage　waters　from　the、inside　of

a　mine，the　inVestigation　of　the　paths　of

underground　water　at　limestone　area，Fu－

k亡shi血apref．wasperf・rmedwithradi・一

active　isbtQPe15P32．In　this　area　there　is　a

brook　on　the　hills至（1e　and　at　about　1．2km

（Straight　（iistance）　from　the　brook　，the

stream　at　I　Ir三mizu　is　see皿op　the　surface．
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